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N'T'-忘 Iow k2dk布 k2n(6'k),T,[1.n("k,･T)]
2 1 k4
7(S,'T)-言 方 『 k2dk手首 元 n'8'k',T'[1'n(6'k)IT)]
7" (T)-去 I.m k2dk志 [蓋 一芸 宗 "kj]2
x n(6(k),T)ll+n(e(k),T)]
Lとなる｡これらの表式から,′高温極限で 8(k)- kとなることを仮定すれば,
E(T,- EsB (T,- i T4
'p(T)-i E(T)I
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といってよい(/前回報告 ｢確率過程の方法による非平衡熱力学｣素研 74巻6号FIS参照 )｡すなわち全
系 を対象系 Sと熱浴Rの直積 とみて,部分系 Sに関する相対エントロピー (或る状態の定常 (-平衡 )状
態に関する)の時間微分である, とされる:
量子動力学半群 tdt･t∈R+(完全正値･trace保存型)Iの場金 3対象系Sの密度行列上に定義 され
るgeneratorL(A.-etL)を用い,
d
p (-音 Trps(t)(- logos(t)+logpse(t)))
-TrLps(t)(- logos(t)+ logpse(t))≧O
t→ ∞
(詳細均合の条件のもとに βS(t)- βseで,等号はその時に限 り成立 )とい うのが,それである｡
† この間題はもちろんBoltzLmannのH-定理に関する初期の論争1に端を発し,Prigogineらの非平衡熱力学
L｡b｡witzの古典非平衡統計力学-と続く誉Lebowitzの流れを汲んで問題を掘り下げたSpohnの論文3があ
げられるが｡これは問題の提起の明確化にとどまるとみられ,Spohnのこれに続く力作 4(ハミルトン系-散逸系
-のスケ｢リング移行を総合的に論じたもの)ではむしろこの間題は取り上げられていない｡最近のLindbladヲ
obc｡m｡aand Brandas6をみても,問題ej核心に迫る意欲にも拘らず不透明である｡またいわゆるtther･
mo field dynamics'において散逸性を取り入中る試みが提出されている7が,未だ論評の段僻に至ってレ埼
いと思われる｡
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